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穏
や
か
な
秋
を
那
須
で
迎
え
ま
し
ょ
う
。

穏
や
か
な
秋
を
那
須
で
迎
え
ま
し
ょ
う
。

ま
す
。
高
齢
者
に
は
ま
だ
ま
だ
従

来
の
対
策
で
あ
る
ワ
ク
チ
ン
接
種

・
三
密
回
避
・
マ
ス
ク
の
着
用

・
手
洗
い
対
策
の
継
続
が
求
め

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
国
内
感

染
か
ら
す
で
に
２
年
が
経
過
し
て

お
り
ま
す
が
、
い
ま
だ
収
束
し
た

と
は
い
え
な
い
状
況
が
続
い
て
い
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ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
時
期
は
、

コ
ロ
ナ
だ
け
で
な
く
暑
さ
へ
の
配

慮
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、
何
卒
ご

自
愛
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

本
年
３
月
に
発
行
し
た
会
報
の

特
別
号
に
裁
判
の
結
果
を
詳
し
く

報
告
し
て
お
り
ま
す
。
３
回
の
仮

処
分
申
立
で
、
水
道
お
よ
び
道
路

を
自
分
の
も
の
と
主
張
す
る
債
務

者
の
（
有
）
昭
友
管
財
に
対
し
て

１
．
不
動
産
仮
処
分
申
立
で
は
東

昭
自
治
会
分
譲
地
内
の
道
路
・
水

道
施
設
用
地
の
不
動
産
に
つ
い
て

は
、
譲
渡
並
び
に
質
権
・
抵
当
権

及
び
質
権
の
設
定
、
そ
の
他
一
切

の
処
分
を
禁
止
す
る
。

２
．
水
道
施
設
へ
の
立
入
り
禁
止

等
の
仮
処
分
命
令
申
立
で
は
、
東

昭
自
治
会
以
外
の
何
人
も
共
益
施

設
に
関
与
で
き
な
い
。
以
上
の
決

定
が
裁
判
所
か
ら
下
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
会
員
の
方
々
の
不
安

が
い
ち
お
う
に
払
拭
さ
れ
安
堵
さ

れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
の
会
報
73
号
で
は
、
会
員

の
皆
様
に
将
来
に
向
け
た
事
業
、

組
織
、
会
費
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
多
く
の
方
に
ご
回

答
を
頂
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
東
昭
自
治

会
発
足
当
時
、
理
事
の
方
々
が
法

人
化
に
向
け
て
尽
力
さ
れ
ま
し
た

が
、
当
時
の
法
規
制
の
壁
を
超
え

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

将
来
に
向
け
た
事
業
活
動
を
進
め

て
い
く
た
め
に
、
自
治
会
と
し
て

資
産
登
記
が
で
き
る
よ
う
に
法
人

化
の
組
織
体
制
づ
く
り
が
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
不
公
平
感
の
あ
る

建
物
会
員
間
の
会
費
の
統
一
に
つ

い
て
も
将
来
に
向
け
た
事
業
計
画

を
基
に
理
事
会
で
検
討
し
た
結
果

を
総
会
で
議
決
し
、
会
員
総
意
の

基
で
安
心
で
き
る
安
定
し
た
組
織

体
制
を
構
築
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

心
地
よ
い
高
原
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
。
自
然
の
恵
み
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
今
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た〝
楽
し
み
〞が
。

会
費
の
改
定
や
自
治
会
の
法
人
化
等
、
大
切
な
話
も
詳
し
く
載
っ
て
い
ま
す
。

会
長

（
神
明
平
）

細
田 

宏

駒ヶ滝：那須湯本から那須街道を北上し、大丸・八幡間の途中から北温泉方面に向かった場
所にある滝。別名を「駒止の滝」ともいい、「那須第一の滝」と言われています。那須平成の森
の開園に伴って観瀑台が整備され、その姿を一望できるようになりました。
写真提供：一般社団法人　那須町観光協会

48
期
定
期
会
員
総
会
を

ご
案
内
し
ま
す
。

【
日
時
】

令
和
４
年
９
月
２
日（
金
）

13：30
〜
16：00

【
当
日
の
緊
急
連
絡
先
】　

０
７
０
―
２
８
1
２
―
９
２
６
５

【
会
場
】

大
正
堂
く
ろ
い
そ
み
る
ひ
ぃ
ホ
ー
ル

（
旧・
那
須
塩
原
市
黒
磯
文
化
会
館
）

小
ホ
ー
ル

栃
木
県
那
須
塩
原
市
上
厚
崎
４
９
０

【
総
会
議
案
】

第
2
議
案

理
事
の
選
任

第
4
議
案

会
費
改
定
提
案

第
1
議
案

47
期 

事
業
報
告
、
収
支
報
告

第
3
議
案

48
期 

事
業
計
画（
案
）、

収
支
計
画（
案
）

第
5
議
案

自
治
会
組
織
の
法
人
化
へ
の
提
案

会場：大正堂くろいそみるひぃホール
（旧・那須塩原市黒磯文化会館）小ホール

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
予
防
の
た
め
昨

年
度
は
書
面
総
会
と
し
ま
し
た
が
、
今

年
度
は
感
染
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従

い
、
慎
重
に
開
催
準
備
を
進
め
て
お
り

ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
来
場
時
の
マ
ス
ク
着
用
は
も
と
よ
り
、

事
前
の
体
調
管
理
に
努
め
て
下
さ
る
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
体
調
に
不
安
が
あ
る
方
、
並
び
に
遠

距
離
で
出
席
が
困
難
な
会
員
に
は
、
積

極
的
に
委
任
状
に
よ
る
総
会
出
席
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
来
場
さ
れ
る
際
、
以
下
４
点
に
心
当

た
り
が
あ
る
方
は
入
場
制
限
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

①
37.

5
度
以
上
の
発
熱
が
あ
る
場
合

②
咳
、
咽
頭
な
ど
に
症
状
が
あ
る
場
合

③
感
染
者
と
の
濃
厚
接
触
が
あ
る
場
合

④
過
去
２
週
間
以
内
に
外
国
へ
の
渡
航

歴
が
あ
る
場
合

※
今
後
の
市
中
感
染
状
況
に
よ
る
緊
急

事
態
宣
言
の
発
出
等
に
よ
り
書
面
で
の

開
催
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
場
合
に
は
別

途
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

◎
本
自
治
会
だ
よ
り
が
総
会
資
料
に

な
り
ま
す
の
で
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

◎
出
席
の
会
員
は
同
封
の
出
席
票
に

ご
記
入
の
う
え
事
務
局
ま
で
返
信
を

お
願
い
し
ま
す
。
総
会
当
日
は
別
送

の
出
席
受
付
票（
は
が
き
）を
必
ず
ご

持
参
の
う
え
、
受
付
に
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

◎
欠
席
の
会
員
は
必
ず
同
封
の
書
面

委
任
状（
は
が
き
）に
記
入
し
、
事
務

局
ま
で
返
信
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

健
全
な
管
理
運
営
体
制
の

健
全
な
管
理
運
営
体
制
の

構
築
を
め
ざ
し
て

構
築
を
め
ざ
し
て
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② 災害積立金 5,180,970

4 月 5 月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1月 2月 3月分譲地

青木
箭松苑
室の井
白沢橋 3期
白沢橋 1期
神明平
りんどう湖村
秋鳳苑
玉鳳台 /玉取平
五峰苑

黒川台 /新黒川台

小深堀
小深堀6期
おおとり苑
新おおとり苑
新野鳥苑
緑風台
広陽台
清渓苑
緑の郷

うぐいす台
よりい台
豊原
玉翠苑

2021年（令和4年）4月1日～2022年（令和5年）3月31日

動力費（水道・街路灯電気代）

道路・水道修繕・外注費

水質検査費

職員給与

厚生・退職金積立・雑給

賃借料

租税・損害保険料

法定福利費

一般経費

減価償却費

管理諸費

他勘定振替

12,984,925

14,751,743

4,780,010

18,248,760

1,243,009

1,596,982

2,145,150

2,296,651

9,329,656

1,930,800

2,272,702
－5,356,071

D   46期末災害積立金累計 47,825,590

B   合計 66,224,317

33,103,722
23,895,204
21,750,766

別荘　
定住　　
土地　  

今期会費

■47期 収支報告（実績）

科　目 実績金額 実績金額

　第47期支出（実績） 　第47期収入（実績）

■47期貸借対照表

79,632,014

1.流動資産

69,569,613
5,356,071
4,706,330

現金預金
貯蔵品
その他

Ⅰ 資産の部 Ⅱ 負債の部

資産合計 負債・純資産合計

2.固定資産 2.固定負債

1.流動負債

3,284,675

93,221,791 93,221,791

938,276
248,907
260,276
9,268,733
2,873,585

建物
車両運搬具
什器備品
構築物
その他 

C   当期剰余金
　 　［計算式  A－B ］

21,036,100

593,666
6,626,230

今期会費に含む

228

1,268,148
22,453

その他会費
特別会費（土地下刈費用等）
前期までの未入金者入金　　
受取利息
前受金
雑収益（営業外収益）
経常外収益（車両下取り）　　

A   ① 会費入金計 87,260,417

2,164,027
2,329,013
687,930

別荘　  
定住　  
土地　  

災害積立用引当金

（単位：円）

（単位：円）

未払金
前受金（来季会費）
その他

③ 今期会費合計
    ［計算式  ①＋②］

92,441,387

53,006,560E  47期災害積立金累計
  ［計算式  D＋② ］

科　目

科　目 金　額 金　額科　目

2,254,197
583,266
447,212

流動資産合計

固定資産合計 13,589,777

流動負債合計

53,006,560災害積立金

53,006,560固定負債合計

Ⅲ 正味財産の部
一般正味財産 36,930,556

2021年（令和4年）4月1日～2022年（令和5年）3月31日

2022年（令和4年）3月31日

47期実績トピックス
収入
◉会費未納者への入金促進により計画対比116％の増収となった。
過去数年間の未納会費精算のため一過性の増収である。
◉強風による水道施設破損の保険金として約126万円の雑収入。
◉災害積立金累計は約5300万円の積立額となった。
支出
◉計画対比84％となり、約2100万円が当期剰余金となった。事業
計画未達と過去の未納会費の回収が主な要因となります。
【経費黒字要素】
●水道施設のポンプ更新3台および制御盤更新2台（1000万円規模）
が部品納期遅れのため、計画未達に終わり予算余りとなった。
●消耗品棚卸を行い、在庫益となったため他勘定振替として計上。
来期は今回の在庫量をベースに運営する。
【経費赤字要素】
●物価高騰による動力費、燃料費、一般経費等が増加傾向にある。●
車両（軽トラック）の増車による任意保険料および損害賠償保険（地
震保険）の追加加入により保険料が増加。

東昭自治会の令和３年４月１日から令和４年３月31日までの第47期事業年度の計算書類およびその
付属明細書について監査を行った結果、法令に準拠し適正に表示されていると認めたので報告します。
令和４年５月21日　東昭自治会監査役　古沢　芳男　印　　長谷川　浩司　印

●
●
●
●
●
●

● 
● 
● 
● 
● 
● 

● 
● 
● 

●●●

47
期
事
業
報
告
、47
期
収
支
報
告・
貸
借
対
照
表・
監
査
報
告
書

■47期 事業報告

達成事業（実績件数/計画件数）
【道路修繕関係】
道路凸凹修繕（16/9） 道路側溝整備（1/0）  道路下
刈り（420/420）  除草剤散布（15/23）  道路枯葉清
掃（19/19）  危険倒木撤去（10）
【水道修繕関係】
ポンプ制御盤更新（0/2） ポンプ交換（1/4） 漏水修
理（31） ポンプ抵抗値調査（24/24） 濾過機導入
（1/1） 仕切弁交換（1/2）
【その他】
街路灯 LED化（ 3/3 ）  土地会員現況写真送付
（462/492）

未達成事業
【道路修繕工事関係】
④除草剤散布では７分譲地の計画が未達となった
（白沢橋1・３期、りんどう湖村、秋鳳苑、小深堀、
おおとり苑、豊原）。⑦青木および清渓苑のポンプ
制御盤更新を計画したものの、部品が入らず次年
度へ持ち越した。⑮土地会員への写真送付で、土
地芳名板がなく、個人が特定できないために30件
の方に写真送付ができなかった。
次年度への反映
●除草剤散布時期の前倒し（５月下旬）とアルバ
イト人員の確保。●部品の納期遅れ対策として、
年度末計画ではなく、上期中に準備を行う。●土
地会員芳名板のチェックと準備

青木で行った漏水修理。自治
会内の分譲地では、どこで起
きても適切に対処します。

玉取平で行った道路補修。補
修はあくまでも現況への回復
が基本です。

〈監査報告書〉

総
会
第
１
議
案

道路修繕
① 道路凸凹修繕
② 道路側溝整備
③ 道路下刈り
④ 除草剤散布
⑤ 道路枯葉清掃
⑥ 危険倒木撤去

水道施設修繕
⑦ ポンプ制御盤更新
⑧ ポンプ交換
⑨ 漏水修理
⑩ ポンプ抵抗値調査
⑪ 濾過機導入
⑫ 仕切弁交換

その他修繕
⑬ 街路灯LED化
⑭ 消火栓点検
⑮ 土地会員現況写真送付

※1 配水槽点検
※2 Mスイッチ交換
※3 制御盤リレー点検
※4 配線修理
※5 電気調査
※6 ポンプ小屋修理

※1

※3

※2

●③

●③

●③

●③
●③
●③

●①

●⑬

●①

●①

●③

●③

●③

●③

●③

●③

●③

●③

●⑨

●⑨

●●①⑦

●●③⑨

●●●⑥⑨⑮

●●③④

● ●① ⑨2回

● ●① ⑨2回

●2回 ●⑨2回 ⑬

● ●⑧ ⑨4回 ※4 ● ⑮

●●④⑮

●●●②⑥⑬

●●④⑮
●⑮

●⑮

●⑮

●⑮

●⑮

●⑮

●⑮

●⑮

●⑮

●⑮

●⑮

●⑮

●⑮

●⑮

●⑮

●●③⑮
●●⑥⑮

●●③⑮

●⑮
●●●⑥⑨⑮

●③

●④

●⑪

●⑨

●⑨

●⑨

●④

●④
●●④⑥

●●④⑥

●④
●●③⑨

●③

●●③④

●④
●●③⑨ ●●●①⑤⑨

●●③⑨

●④

●④
●④

●④

●⑨

●⑨

●⑨※4 

※5 

●⑥

●①
●①

●  ⑨3回

●⑤

●⑤

●⑤

●●①⑥

●⑤
●●①⑤

●⑨

●⑨
●⑨

●⑥

●⑤
●⑤
●⑥

●●①⑨

●①

●①

●⑤

●⑤

●⑤

●⑤

●●①⑤

●●⑩⑭

●●⑩⑭

●●●⑤⑩⑭※6

●●●⑤⑩⑭

●●⑩⑭
●●●⑤⑩⑭

●●⑩⑭

●●⑩⑭
●●⑩⑭

●●⑩⑭

●●●●⑤⑩⑫⑭

●●●⑤⑩⑭
●●●⑤⑩⑭
●●⑩⑭
●●⑩⑭

●●⑩⑭
●●⑩⑭

●●⑩⑭

●●⑩⑭
●●⑩⑭

●●⑩⑭

●●⑩⑭
●●⑩⑭

●●⑩⑭

●①
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総
会
第
4
議
案

令
和
４
年
３
月
19
日
、
47
期
第
４
回
定
期
理
事
総
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た

理
事
の
立
候
補
者
名
簿
と
な
り
ま
す
。

こ
の
体
制
に
よ
り
、
今
後
２
年
間
の
自
治
会
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

会
員
の
ご
支
援
並
び
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

総
会
第
２
議
案

理
事
の
立
候
補
者
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

会
費
の
改
定
に
よ
り
、

将
来
も
安
定
で
き
る
事
業
運
営
を
行
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
８
月
発
行
の
会
報
73
号

に
お
い
て
健
全
な
管
理
運
営
の
た
め

に
会
費
の
見
直
し
に
つ
い
て
ご
説
明

し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
会
員

の
ご
意
見
を
収
集
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
は
、
回
答
い
た
だ
け
た
大

多
数
の
会
員
か
ら
「
将
来
の
備
え
は

必
要
」
で
あ
り
、
半
数
以
上
の
会
員

か
ら
将
来
の
た
め
に
会
費
の
値
上
げ

は
「
あ
る
程
度
必
要
で
あ
る
」
と
の

ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

将
来
的
に
安
定
で
き
る
事
業
運
営

を
行
う
原
資
と
し
て
会
費
の
改
定
を

令
和
５
年
４
月
１
日
の
施
行
を
目
指

し
、
本
年
９
月
の
会
員
総
会
に
お
い

て
第
４
議
案
と
し
て
提
案
い
た
し
ま

す
。

　

会
員
皆
様
の
ご
理
解
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

会
費
改
定
の
前
提
と
し
て
、
会
員

数
の
減
少
を
予
測
し
て
基
点
会
員
数

と
会
費
入
金
額
を
以
下
の
よ
う
に
設

定
し
て
お
り
ま
す
。

１
．会
員
数
と
会
費
収
入
予
測

定
住
会
員
：
２
９
４
名

（
会
員
外
も
含
む
）／

２
０
６
５
万
円

別
荘
会
員
：
２
７
４
名
／

２
７
４
４
万
円

土
地
会
員
：
７
１
８
名
／

１
８
６
７
万
円

特
別
会
費
：
下
草
刈
り
希
望
者
／

５
５
０
万
円

合
計
の
基
点
会
員
数
を
１
２
８
６
名

と
し
、
会
費
収
入
額
を
約
７
２
２
６

万
円
と
設
定
し
ま
し
た
。
そ
の
う
え

で
毎
年
の
退
会
予
測
を
建
物
会
員
▲

１
％
、
土
地
会
員
▲
５
％
と
す
る
と

５
年
後
に
は
約
６
７
０
０
万
円
程
度

の
会
費
収
入
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
ま
す
。

２
．経
費
支
出
の
予
想

　

自
治
会
の
将
来
を
担
う
人
材
育
成

の
た
め
の
投
資
や
水
道
施
設
、
配
水

管
の
老
朽
化
に
よ
る
修
繕
費
の
増
加

及
び
物
価
高
騰
に
よ
り
毎
年
７
５
０

０
万
円
を
超
え
る
規
模
の
経
費
が
必

要
に
な
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

３
．会
費
改
定
額
の
提
案

　

定
住
会
員
10
万
円
、
別
荘
会
員
10

万
円
（
現
状
維
持
）、
土
地
会
員
２

・
６
万
円
（
現
状
維
持
）
と
し
て
ご

提
案
し
ま
す
。

　

自
治
会
の
昔
年
の
課
題
で
あ
っ
た

定
住
と
別
荘
会
員
の
会
費
差
を
な
く

し
安
定
し
た
分
譲
地
管
理
を
目
指
す

た
め
今
回
、
定
住
会
員
の
会
費
を
別

荘
会
員
と
同
額
の
10
万
円
に
改
定
い

た
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
会
費
収
入

が
約
９
０
０
万
円
弱
程
度
増
額
す
る

こ
と
に
な
り
、
今
後
と
も
安
定
し
た

事
業
運
営
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

４
．改
定
時
期

　

令
和
５
年
４
月
１
日
施
行
（
49
期

会
費
よ
り
）

５
．災
害
積
立
金
制
度

　

今
期
（
48
期
）
ま
で
と
し
て
、
来

期
以
降
は
地
震
保
険
を
活
用
し
、
不

足
の
場
合
に
は
災
害
積
立
金
を
引
当

す
る
こ
と
で
万
が
一
の
際
の
対
応
と

し
ま
す
。

６
．今
後
の
課
題

　

会
員
の
老
齢
化
や
世
代
交
代
に
よ

り
、
さ
ら
に
早
い
サ
イ
ク
ル
で
会
員

の
交
代
や
会
員
数
の
減
少
が
見
込
ま

れ
ま
す
。
そ
れ
に
と
も
な
い
会
費
収

入
も
減
少
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
経
費
の
削
減
だ
け
で
は
健

全
な
事
業
運
営
は
困
難
で
あ
り
、
今

回
の
会
費
改
定
後
も
５
年
サ
イ
ク
ル

で
会
費
の
検
討
を
行
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
社
団
法
人
後
に
は
、

会
費
以
外
に
も
収
入
を
得
ら
れ
る
事

業
展
開
を
検
討
し
収
入
の
底
上
げ
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も

会
員
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

理事会でも討論を重ね、将来も安定して事業運営で
きることを考えて会費の改定案を決めました。

監
査
役

※
法
人
化
後
は
監
事
の
役
職
名
に
変
更
し
ま
す

（
任
期
３
年
）

長
谷
川
　
浩
司

継
続
（
３
年
目
）

青
木

監
査
役

定
住

新

玉
翠
苑

相
談
役

土
地

相
談
役

古
沢
　
芳
男

再

宮
腰
　
洋
一

青
木

理
事

定
住

理
事
候
補
者

役
職
経
験

役
職
名

（
任
期
２
年
）

分
譲
地
名

細
田
　
宏

再

神
明
平

会
長

定
住

原
田
　
征
雄

再

玉
鳳
台

理
事

定
住

船
木
　
敬
蔵

再

玉
取
平

理
事

定
住

町
田
　
稔

再

青
木

理
事

定
住

曽
田
　
道
夫

新

青
木

理
事

定
住

松
川
　
哲
夫

再

小
深
堀

副
会
長
／
企
画
理
事

別
荘

野
村
　
善
文

青
木

再

理
事

別
荘

区
分

福
田
　
和
久

再

箭
松
苑

定
住

副
会
長
／
専
務
理
事

熊
谷
　
秀
志

再

青
木

定
住

理
事
・
事
務
局
長



4

東 昭 自 治 会 だ よ り 令和4年8月1日発行

② 災害積立金 6,627,460

2022年（令和4年）4月1日～2023年（令和5年）3月31日

動力費（水道・街路灯電気代）

道路・水道修繕・外注費

水質検査費

職員給与

厚生・退職金積立・雑給

賃借料

租税・損害保険料

法定福利費

一般経費

減価償却費

管理諸費

14,000,000

28,140,000

4,600,000

21,200,000

1,375,000

1,600,000

2,160,300

2,800,000

9,635,085

1,600,000

3,500,000

D   47期末災害積立金累計 53,006,560

B   合計 90,610,385

27,440,000
20,648,600
18,673,200

別荘　
定住　　
土地　  

今期会費

■48期 収支計画（案）

科　目 計画金額 計画金額

　第48期支出 　第48期収入

C   当期剰余金
　 　［計算式  A－B ］

▲10,218,585

5,500,000
4,500,000
3,630,000

その他会費
特別会費（土地下刈費用等）
前期までの未入金者入金　　
雑収益（営業外収益）
　　

A   ① 会費入金計 80,391,800

2,744,000
2,949,800
933,660

別荘　  
定住　  
土地　  

災害積立用引当金

（単位：円）

③ 今期会費合計
    ［計算式  ①＋②］

87,019,260

59,634,020E  47期災害積立金累計
  ［計算式  D＋② ］

科　目

2022年（令和4年）4月1日～2023年（令和5年）3月31日

青木

箭松苑

室の井

白沢橋 3期

白沢橋 1期

神明平

りんどう湖村

秋鳳苑

玉鳳台 /玉取平

五峰苑

黒川台 /新黒川台

小深堀

小深堀6期

おおとり苑

新おおとり苑

新野鳥苑

緑風台

広陽台

清渓苑

緑の郷

うぐいす台

よりい台

豊原

玉翠苑

4 月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1月 2月 3月分譲地

48
期
事
業
計
画（
案
）、48
期
収
支
計
画（
案
）

■48期 事業計画（修繕計画）

五峰苑の井戸掘削の工事現場。新たな工事
は大がかりなものとなります

総
会
第
3
議
案

道路修繕
①道路凸凹修繕（7分譲地）箭松苑、白沢橋、五峰苑、 おおと
り苑、新おおとり苑、 広陽台、玉取平／②道路側溝整備（1分
譲地）玉取平／③道路下刈り（全分譲地）／④除草剤散布（全
分譲地）／⑤道路枯葉清掃（全分譲地）／⑥危険倒木撤去（道
路等倒木発生時）
水道施設修繕
⑦ポンプ制御盤更新 （3分譲地）老朽化の青木、清渓苑、 緑の

郷 ／⑧ポンプ交換（3分譲地）老朽化の青木、小深堀、 新野鳥
苑／⑨漏水修理（漏水発生時に緊急対応）／⑩ポンプ抵抗値
調査（全分譲地）／⑪濾過機導入／⑫仕切弁交換（2分譲地）
青木、玉取平で検討
その他修繕
⑬街路灯LED化（故障時の対応）／⑭消火栓点検（全分譲地）
⑮土地会員現況写真送付（現況写真を送付）
※A 追加井戸調査試掘工事（五峰苑）※B 町営水道引込工事

48期支出計画トピックス
収入
◉会正会員ベース（1,286名）の現実的な会費収入
予算とし、会費未納者には督促書を送り、理解を得
ることによって未入金会費回収額を450万円として
計画した。
◉雑収入として町営水道引込工事の個人負担金を
330万円として計上した。
◉災害積立金期末累計では約5,963万円を予定し、
今期で一時中止する。
今後、災害時の対応は損害賠償保険（地震保険）を
基本に対応する。
支出
【経費プラス要素】
●人材育成のため、人件費は正規従業員１名増員で
計画した。
●社会的な物価高騰により動力費、燃料費、その他
一般経費は増額とした。
●水道、道路修繕費は前年計画の時期ずれを反映し、
今期計画に盛り込んだ。
●下期に一部分譲地の水質悪化に伴う対策として町
営水道引込工事を計画し予算化した。
【経費マイナス要素】
●役員および理事報酬、交通費等の出費は効率的な
運営を行うことにより減額予算とした。
●会費振込手数料の振込方法や個人負担を推奨する
ことにより一般経費の削減を行う。

●
●
●
●
●
●

● 
● 
● 
● 
● 
● 

● 
● 
● 

道路修繕
① 道路凸凹修繕
② 道路側溝整備
③ 道路下刈り
④ 除草剤散布
⑤ 道路枯葉清掃
⑥ 危険倒木撤去

水道施設修繕
⑦ ポンプ制御盤更新
⑧ ポンプ交換
⑨ 漏水修理
⑩ ポンプ抵抗値調査
⑪ 濾過機導入
⑫ 仕切弁交換

その他修繕
⑬ 街路灯LED化
⑭ 消火栓点検
⑮ 土地会員
　 現況写真送付

※A 
追加井戸調査試掘工事
※B
町営水道引込工事

※A●①

●①

●①

●③

●③

●③

●③

●③

●⑧●⑦

●⑦

●⑦

●●①②

●⑮

●⑮

●⑮

●⑮

●⑮

●⑮

●⑭

●⑭

●⑭

●⑭

●⑭

●⑭

※B●⑭

※B●⑭

●⑮

●⑮

●⑮

●⑮

●⑮

●⑮

●●③⑮

●●③⑮

●●③⑮

●●③⑮

●●③⑮

●●③⑮

●●③⑮

●●③⑮

●●③⑮

●●③⑮

●●③⑮

●●③⑮

●④

●⑩

●⑩

●⑩

●⑩

●⑩

●④

●④

●④

●④

●④

●④

●④

●④

●④

●④

●④

●④

●④

●④

●④

●④

●④

●①

●①

●⑤

●⑤

●⑤

●⑤

●⑤

●⑤

●⑤

●⑤

●⑤

●⑤

●①

●①

●①

●①

●⑤

●⑤

●⑤

●⑩

●●⑧⑭

●①

●●③④

●●③④

●●③④

●●③④

●●③④

●●③④

●⑭

●⑭

●⑭

●⑭

●⑭

●⑭

●⑭

●⑭

●⑭

●⑭

●⑭

●⑭

●⑭

●⑭

●⑭

●⑤

●⑤

●⑤

●⑤

●⑤

●⑤

●⑩

●⑩

●⑩

●⑩

●⑩

●⑩

●⑩

●⑩

●⑩

●⑩

●⑩

●⑩

●⑩

●⑩

●⑩

●⑧

●●⑩⑫

●⑩

●●⑩⑫
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事務局
●水道、道路施設の維持管理業務を
　遂行するために事務局を設置

●理事5名以上26名以下（会長・副会長・専務理事・
　業務理事・企画理事の役職者を置く・任期2年）
●現行の監査役は監事に役割変更（任期3年）
●理事会の役割は法人格を要する事業運営・
　事業全般審議・提案・運営および会費の管理

理事会決議
（提案・審議・承認）

「現状の自治会組織のまま
全体を法人化する」

～法人化案～

会員総会議決
（審議・議決）

※定款・代表者等は法務局に登記

総
会
第
5
議
案

襲
し
、
社
員
（
会
員
）
総
会
＋
理
事

＋
監
事
（
監
査
役
）
と
し
ま
す
。

　

法
人
化
の
主
な
目
的
は
二
つ
あ
り

ま
す
。

　

一
つ
目
は
法
人
名
義
で
法
律
行
為

を
行
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

例
え
ば
、
一
般
社
団
法
人
の
名
義
で

契
約
を
行
う
、
貸
事
務
所
を
借
り
る
、

銀
行
口
座
を
開
く
、
不
動
産
を
所
有

す
る
、
自
動
車
な
ど
の
動
産
を
所
有

す
る
と
い
っ
た
こ
と
が
可
能
に
な
り

ま
す
。
任
意
団
体
の
場
合
は
、
あ
く

ま
で
も
権
利
義
務
の
主
体
は
団
体
名

義
で
は
な
く
当
該
任
意
団
体
の
代
表

者
等
で
す
か
ら
、
法
律
上
の
権
利
関

係
が
曖
昧
に
な
り
が
ち
で
す
。
財
産

の
流
用
等
、
任
意
団
体
の
私
物
化
等

が
行
わ
れ
る
の
は
こ
の
た
め
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
同
じ
事
業
を
行
っ
て

い
て
も
、
や
は
り
法
人
格
を
持
た
な

い
任
意
団
体
で
は
信
用
面
で
劣
り
ま

す
。
任
意
団
体
の
代
表
者
に
何
か
あ

っ
た
場
合
（
病
気
や
事
故
、
死
亡
な

ど
）、
即
取
引
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
事

業
を
畳
ま
ざ
る
を
得
な
く
な
る
可
能

性
も
あ
る
か
ら
で
す
。
一
方
、
一
般

社
団
法
人
に
は
法
人
格
が
あ
り
ま
す

か
ら
、
た
と
え
代
表
者
に
何
か
あ
っ

た
場
合
で
も
事
業
は
継
続
で
き
る
た

め
、
社
会
的
な
信
用
は
上
が
り
ま
す
。

ま
た
、
一
般
社
団
法
人
は
法
務
局
に

登
記
さ
れ
る
た
め
、
登
記
簿
藤
本
か

ら
法
人
の
事
業
内
容
な
ど
が
確
認
で

き
る
と
こ
ろ
も
信
用
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
社
会
的
な
信
用
を
持

ち
、
共
益
施
設
で
あ
る
水
道
、
道
路

等
の
不
動
産
登
記
の
受
皿
と
し
て
も

永
続
的
に
安
心
で
き
る
組
織
と
し
て

令
和
５
年
４
月
１
日
の
施
行
を
目
指

し
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

本
年
７
月
に
行
わ
れ
た
48
期
第
１
回

臨
時
理
事
会
に
お
い
て
、
法
人
化
の

在
り
方
を
再
度
審
議
し
、
現
状
の
自

治
会
組
織
の
ま
ま
で
法
人
化
す
る
こ

と
を
決
議
し
、
会
員
総
会
に
お
い
て

第
５
議
案
と
し
て
提
案
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

会
員
皆
様
の
ご
理
解
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。　　

　

最
後
に
、
例
え
ば
と
し
て
一
般
社

団
法
人
と
な
っ
た
際
の
定
款
例
を
抜

粋
の
形
で
あ
げ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

新
た
に
飛
躍
す
る
た
め
に
一
般
社
団
法
人
を
目
指
し
ま
す
。

　

令
和
元
年
９
月
発
行
の
会
報
・
臨

時
号
に
お
い
て
一
般
社
団
法
人
化
に

つ
い
て
の
記
事
を
掲
載
以
降
、
都
合

６
回
に
わ
た
り
法
人
化
へ
の
記
事
で

ご
説
明
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

令
和
３
年
８
月
発
行
の
会
報
73
号
で

は
法
人
化
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、

回
答
者
の
半
数
以
上
の
会
員
に
必
要

性
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
結

果
は
本
年
３
月
に
発
行
し
た
会
報

・
特
別
号
で
報
告
し
て
お
り
ま
す
。

過
去
の
自
治
会
だ
よ
り
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
上
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

紙
面
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
そ
ち
ら

か
ら
も
内
容
を
ご
確
認
で
き
ま
す
。

　

法
人
化
も
本
年
９
月
の
会
員
総
会

に
お
い
て
議
決
を
採
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
今
号
で
は
具
体
的
な
提
案
内

容
に
つ
い
て
、
も
う
一
度
ご
説
明
し
、

会
員
総
会
の
議
案
説
明
に
変
え
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

自
治
会
が
目
指
す
法
人
化
は
『
一

般
社
団
法
人
』
で
す
。
機
関
設
計
の

パ
タ
ー
ン
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、

自
治
会
で
は
現
状
の
組
織
体
制
を
踏

小深堀の井戸、マグネットスイッチ交換、
法人になっても修繕は欠かせません。

※
参
考
引
用

一
般
社
団
法
人
『
東
昭
自
治
会
』
の

定
款
抜
粋

東
昭（
旧
商
号
：
東
昭
観
光
開
発
）

が
那
須
、
黒
磯
地
区
に
お
い
て
分

譲
を
行
っ
た
土
地
を
所
有
す
る
者
、

ま
た
昭
和
50
年
７
月
１
日
東
昭
自

治
会
が
設
立
さ
れ
た
以
降
に
分
譲

地
を
所
有
し
た
者
で
、
入
会
申
込

を
行
い
、
年
会
費
を
支
払
っ
て
い

る
者
で
構
成
す
る
。

【
会
員
の
資
格
の
取
得
】

当
法
人
の
会
員
に
な
ろ
う
と
す
る

者
は
、
当
法
人
が
別
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
入
会
の
申
し
込
み

を
し
、
会
費
を
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

尚
、
旧
東
昭
自
治
会
会
員
に
つ
い

て
は
令
和
４
年
９
月
会
員
総
会
議

決
に
よ
り
自
動
的
に
当
法
人
会
員

に
移
行
す
る
も
の
と
す
る
。

【
経
費
の
負
担
】

当
法
人
の
事
業
活
動
に
経
常
的
に

生
じ
る
費
用
に
充
て
る
た
め
、
会

員
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
会
費
を
支
払
う
義
務
を
負
う
。

【
権
限
】

会
員
総
会
は
、
定
款
、
法
令
に
定

め
ら
れ
た
事
項
に
限
り
、
議
決
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

【
開
催
】

当
法
人
の
会
員
総
会
は
、
定
時
会

員
総
会
及
び
臨
時
会
員
総
会
と
す

る
。
定
時
会
員
総
会
は
毎
年
１
回
、

事
業
年
度
終
了
後
（
事
業
年
度
は

4
月
〜
翌
年
3
月
末
）
６
ヶ
月
以

内
に
開
催
す
る
ほ
か
、
臨
時
会
員

総
会
は
必
要
が
あ
る
場
合
に
開
催

す
る
。

【
役
員
の
選
任
】

⒈
理
事
及
び
監
事
は
会
員
総
会
の

議
決
に
よ
り
選
任
す
る
。

⒉
会
長
及
び
副
会
長
、
専
務
理
事
、

業
務
理
事
、
企
画
理
事
は
理
事
会

の
決
議
に
よ
り
選
任
す
る
。（
兼

務
を
認
め
る
）

【
事
業
年
度
】

当
法
人
の
事
業
年
度
は
毎
年
4
月

１
日
か
ら
翌
年
3
月
末
日
ま
で
と

す
る
。

【
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
】

当
法
人
の
事
業
計
画
書
、
収
支
予

算
書
に
つ
い
て
は
、
毎
事
業
年
度

開
始
の
日
の
前
日
ま
で
に
、
会
長

及
び
理
事
会
の
同
意
の
基
、
専
務

理
事
、
業
務
理
事
が
作
成
し
定
時

会
員
総
会
の
承
認
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
す
る

場
合
も
同
様
と
す
る
。

【
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
】

当
法
人
の
事
業
報
告
及
び
決
算
書

類
に
つ
い
て
は
、
毎
事
業
年
度
終

了
後
、
会
長
、
専
務
理
事
、
業
務

理
事
が
次
の
書
類
を
作
成
し
、
監

査
を
受
け
た
う
え
で
、
理
事
会
の

承
認
を
経
て
定
時
会
員
総
会
に
報

告
す
る
。

【
名
称
】

当
法
人
は
一
般
社
団
法
人
　
東
昭

自
治
会
と
称
す
る
。

【
事
務
所
】

当
法
人
は
、
主
た
る
事
務
所
を
栃

木
県
那
須
塩
原
市
西
岩
崎
２
３
２

-

４
３
８
に
置
く
。

【
目
的
】

当
法
人
は
、
当
法
人
が
管
理
し
て

い
る
水
道
、
道
路
施
設
（
共
益
施

設
）
を
利
用
す
る
一
定
地
域
内
に

お
い
て
、
会
員
が
所
有
す
る
土
地
、

建
物
に
必
要
な
道
路
・
給
水
施
設

・
街
路
灯
等
の
環
境
設
備
の
補
修

・
整
備
・
管
理
を
通
じ
、
会
員
に

対
す
る
良
好
な
生
活
環
境
及
び
安

全
の
確
保
を
第
一
義
と
し
、
合
せ

て
そ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
会
員

所
有
分
譲
地
の
資
産
価
値
向
上
及

び
豊
か
な
自
然
環
境
の
保
護
育
成

を
活
動
の
目
的
と
す
る
。

【
事
業
】

当
法
人
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
に
次
の
事
業
を
行
う
。

①
道
路
補
修
と
そ
の
清
掃
及
び
管

理②
水
道
施
設
の
維
持
管
理

③
街
路
灯
の
設
置
と
管
理

④
土
地
所
有
者
に
隣
接
す
る
幅
１

ｍ
以
内
の
雑
草
の
下
刈
り

⑤
そ
の
他
当
法
人
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
に
必
要
な
事

【
法
人
の
構
成
員
】

当
法
人
は
、
株
式
会
社
ビ
バ
ス
タ




